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町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

10月23日（火）・24日（水）・2５日（木） いずれも
午後７時００分～

「町の空き家の現状について」などテーマ

◆担当議員

開催地区は下記のとおりです。

ご都合のよい会場に
お越しください
ご都合のよい会場に
お越しください

葵１丁目会館 松岡葵１丁目
西野中集落生活改善センター 松岡西野中
上合月集落生活改善センター 松岡上合月

１班

２班

３班

◆空き家対応のための法整備
　町民の安全で安心な暮らしの実現と、良好な景観・生活環境の保全に寄与することを目的に「町空き家
等の適正管理に関する条例」を定め、放置空き家等の倒壊、犯罪、火災等を未然に防止し、増加する空き
家に対し適正管理を目指します。
　さらに「町空き家等の適正管理に関する条例施行規則」「町空き家等対策検討委員会設置要綱」「町空
き家等解体及び撤去事業補助金交付要綱」も定めています。

◆廃屋空き家（特定空き家を含む）の解体撤去
　「町空き家等解体及び撤去事業補助金交付要綱」に基づき「町空き家等対策検討委員会」で認定された
３件に､H30年度解体及び撤去事業補助金…500千円ｘ２件､400千円ｘ１件を決定しました。

10
23

午後７：00～
火曜日

飯島集落生活改善センター 飯島
京善多目的集会センター 京善
えい坊館 松岡神明１丁目

10
24

午後７：00～
水曜日

せせらぎふれあい会館 せせらぎ
竹原集落生活改善センター 竹原
下浄法寺ふれあい会館 下浄法寺

10
25

午後７：00～
木曜日

１班

２班

３班

１班

１班

２班

３班

松川　正樹・滝波登喜男・長岡千惠子・川崎　直文・酒井　和美
２班 齋藤　則男・伊藤　博夫・酒井　秀和・朝井征一郎・江守　　勲
３班 上田　　誠・中村勘太郎・金元　直栄・奥野　正司

「町U・Iターン者空き家住まい支援事業」
「町子育て世帯と移住者への住まい支援事業」H30年度
　・移　住　者：県外から移住し２年以内、県内大学進学卒業就職後２年以内の方
　・子育て世帯：H31年３月31日までに18歳以下になる子供と同居世帯
 （空き家情報バンクに登録されている物件が対象）

一人につき１物件登録可能。所有者が宅地建物取引業者の場合は複数物件登録可能。
これまで30件の登録があり、途中辞退３件、売買・賃貸成約22件となっています。
　＊町ホームページの空き家情報バンクで現在、次の５物件の間取、外観・内部写真、
　　価格等が閲覧できます。
 ・栗住波24-13 売買 ・松岡志比堺8-5-1、2 売買
 ・松岡西野中28-37 売買 ・松岡葵３丁目 賃貸
 ・岩野4-19-1 売買

■町内における空き家の実態調査
平成28年度（空き家実態調査業務委託）

管　理　状　態 松　岡 永平寺 上志比 合　計

合　　　　　計

 そのまま使用可な空き家 56件 20件 20件 96件
 若干の修繕が必要な空き家 37件 18件 21件 76件
 かなりの修繕が必要な空き家 26件 21件 24件 71件
 腐朽して危険 15件 12件 4件 31件
  134件 71件 69件 274件

申　　込　　者
補助対象者

購　　　入 リフォーム
補助額

 H27年度 1（松　岡） 0 1 　５００千円
 H28年度 1（永平寺） 2（松岡・永平寺） 3 １,４５７千円
 H29年度 1（上志比） 1（上志比） 2 １,０００千円
 　  計 3 3 6

平成29年度
管　理　状　態 松　岡 永平寺 上志比 合　計

合　　　　　計

 空き家 145件 68件 67件 280件
 廃屋（特定空き家含む） 16件 13件 3件 32件
  161件 81件 70件 312件

■空き家活用・再活用支援事業

空き家購入・リフォーム費用の１/３、上限額50万円を補助

申込・助成状況

■空き家情報バンク… 町内に売りたい・貸したい空き家をお持ちの方
 登録申込書を建設課へお出しください。
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平成30年 第４回定例会中間報告平成30年 第４回定例会中間報告 議長　江  守　 勲
　平成30年第４回永平寺町議会定例会が８月20日（月）から開会しております。
　これまでに審議された内容は、下記のとおりです。（現在継続審議中もあります）

報告第３号
平成２９年度財政健全化判断比率等の報告について 報告
承認第１３号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について 可決
議案第６４号
平成29年度一般会計及び特別会計の決算認定について 審議中
議案第６５号
平成29年度上水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 審議中
議案第６６号
平成29年度こしの国広域事務組合ＣＡＴＶ事業会計の決算認定について 審議中
議案第６７号
平成３０年度一般会計補正予算について 可決
議案第６８号
平成３０年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決

第４回定例会議案
議案第６９号
平成３０年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第７０号
観光案内所条例の一部を改正する条例の制定について 可決
諮問第３号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
諮問第４号
人権擁護委員候補者の推薦について 適任
陳情第１号
地方財政の充実・強化を求める意見書採択について
陳情第２号　地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな
一般職非常勤職員の処遇改善と雇用の安定に関する意見書採択について

補正予算審議報告補正予算審議報告

万
円
万
円

万
円
万
円

万
円
万
円

上志比支所新築設計業務委託料上志比支所新築設計業務委託料
町立診療所建築工事費町立診療所建築工事費

雪害復旧工事（町内一円）雪害復旧工事（町内一円）
いちほまれ有機・特別栽培拡大事業補助金いちほまれ有機・特別栽培拡大事業補助金

万
円
万
円

【主な項目】

一般会計９月補正予算
万
円
万
円

特別会計補正予算
万
円
万
円総額 総額

450450
万
円
万
円町立診療所備品購入費町立診療所備品購入費 3,0193,019

主
な
質
疑
応
答

◆
総
務
課

問
　
空
き
家
等
解
体
お
よ

　
び
撤
去
事
業
補
助
金
だ

　
が
、
ど
ん
な
条
件
の
場

　
合
に
、
付
与
さ
れ
る
の

　
か
。

答
　
対
象
者
と
し
て
、
個

　
人
、
法
人
が
所
有
す
る
。

　
所
有
権
以
外
の
権
利
が

　
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
公
共
事
業
の
補
助
の
対

　
象
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
町
空
き
家
等
対
策
検
討

　
委
員
会
が
補
助
金
の
付

　
与
の
適
当
と
判
断
し
た

　
場
合
等
。

　
29
年
度
に
空
き
家
等
を

　
調
査
し
、
判
定
し
31
件

　
を
抽
出
し
た
。
そ
れ
ら

　
を
精
査
し
、
今
回
、
３

　
件
が
さ
ら
に
抽
出
さ
れ

　
た
。

◆
建
設
課

問
　
31
件
の
対
象
以
外
に

　
空
き
家
は
発
生
し
て
い

　
な
い
の
か
。

答
　
そ
の
当
時
は
空
き
家

　
数
の
全
体
数
は
２
７
４

　
件
で
し
た
が
、
昨
年
度

　
末
に
は
３
１
２
件
と
な

　
っ
て
い
る
。

◆
福
祉
保
健
課

問
　
町
立
診
療
所
の
件
だ
が
、
期
待
さ
れ

　
て
い
る
。
来
年
４
月
の
開
所
に
し
て
は

　
９
月
に
予
算
計
上
で
は
非
常
に
遅
い
の

　
で
は
な
い
か
。入
札
も
、　
電
子
入
札
は

　
同
額
の
入
札
に
な
る
の
で
、や
る
べ
き
で

　
は
な
い
。

答
　
遅
れ
た
こ
と
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

　
い
る
。
い
ろ
い
ろ
関
係
す
る
方
々
と
協

　
議
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
入
札
は
、
適

　
正
な
執
行
を
総
務
課
と
協
議
し
な
が
ら

　
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
町
立
診
療
所
の
建
設
費
財
源
を
福
祉

　
基
金
か
ら
１
億
２
０
０
０
万
円
使
う
の

　
か
。
な
ぜ
特
例
債
を
使
わ
な
い
の
か
。

　
有
効
に
使
え
る
期
間
な
の
に
、
ど
う
い

　
う
判
断
か
。

答
　
財
政
課
と
協
議
し
た
結
果
、
特
例
債

　
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
基
金
と
い
う

　
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
８
月
の
臨
時
議
会
の
と
き
に
、
元
御

　
陵
保
育
所
の
取
り
壊
し
の
件
で
、
い
ろ

　
い
ろ
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
解
決
し
て
い

　
る
の
か
。

答
　
筋
ト
レ
マ
シ
ン
の
移
転
、
サ
ロ
ン
の

　
件
等
は
解
決
し
て
い
る
。

問
　
今
回
の
町
立
診
療
所
は
単
に
外
来
が

　
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
訪
問
診
療
、
在

　
宅
ケ
ア
の
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い
は
総

　
合
診
療
医
を
養
成
し
て
い
く
医
療
充
実

　
と
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
こ
ら
辺
の

　
Ｐ
Ｒ
を
強
く
進
め
て
ほ
し
い
。

答
　
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
、
時
間

　
を
か
け
て
啓
発
に
努
め
る
。
将
来
的
な

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ハ
ビ
リ

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
も
考
え
て
い

　
る
。
ま
た
、
永
平
寺
町
内
全
て
で
、
在

　
宅
医
療
を
い
ざ
と
い
う
時
に
受
け
ら
れ

　
る
、
医
学
部
が
あ
る
永
平
寺
町
ら
し
い

　
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
に
筋
ト
レ
ル

　
ー
ム
が
一
時
的
に
移
設
さ
れ
る
が
、
新

　
た
な
利
用
者
も
見
込
め
る
。
リ
ピ
ー
タ

　
ー
も
増
や
せ
る
が
。

答
　
来
年
度
、
落
ち
着
い
て
か
ら
改
め
て

　
募
集
を
か
け
て
い
き
た
い
。
お
も
り
を

　
使
っ
た
百
歳
体
操
も
13
カ
所
で
展
開
し

　
て
い
る
。
こ
れ
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
幼
児
園
の
遊
具
修
繕
は
、
子
ど
も
に

　
直
接
影
響
が
あ
る
の
で
、
見
つ
か
っ
た

　
時
点
で
修
繕
を
す
る
よ
う
に
。

答
　
安
全
第
一
と
い
う
こ
と
で
、
常
に
状

　
況
を
確
認
し
対
応
し
て
い
く
。

◆
農
林
課

問
　
い
ち
ほ
ま
れ
品
質
向
上
の
た
め
、
色

　
彩
選
別
機
導
入
補
助
を
す
る
と
の
こ
と

　
だ
が
、
収
穫
量
は
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

答
　
今
年
度
は
約
8.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
35
ト

　
ン
収
穫
予
定
で
、
Ｊ
Ａ
の
年
間
取
扱
量

　
の
３
％
ぐ
ら
い
。
品
質
が
非
常
に
厳
し

　
く
、
他
と
混
在
し
な
い
よ
う
、
小
ロ
ッ

　
ト
の
機
械
を
使
用
す
る
。
そ
れ
に
色
彩

　
選
別
機
を
組
み
込
む
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
え
い
坊
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
照
射

　
ラ
ン
プ
の
球
交
換
は
、
２
年
で
約
30
万

　
円
と
高
額
で
あ
る
。
採
算
を
と
る
た
め
、

　
お
客
様
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
を
考
え
る

　
べ
き
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
す
ご
く
不
適

　
切
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、
必
要
が

　
あ
れ
ば
新
年
度
で
行
う
。

◆
上
志
比
支
所

問
　
上
志
比
支
所
新
築
計
画
に
つ
い
て
、

　
１
０
０
坪
程
度
の
も
の
で
地
区
の
振
興

　
に
な
ら
な
い
。
再
考
を
願
う
。

答
　
支
所
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と

　
防
災
拠
点
と
い
う
役
割
で
約
１
０
０
坪

　
と
し
て
い
る
。
地
域
振
興
の
拠
点
と
な

　
る
の
は
、
現
在
の
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
と

　
考
え
る
。

◆
建
設
課

問
　
消
雪
施
設
の
調
査
を
10
カ
所
行
う
が
、

　
こ
れ
で
全
て
の
調
査
が
終
わ
る
の
か
。

答
　
昨
年
度
に
不
具
合
が
あ
っ
た
10
カ
所

　
を
調
査
す
る
。
町
内
に
は
全
部
で
32
カ

　
所
あ
る
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
松
岡
小
の
校
舎
改
修
に
伴
う
学
校
給

　
食
の
委
託
に
つ
い
て
、
業
者
と
そ
の
内

　
容
を
詳
し
く
。

答
　
給
食
を
学
校
な
ど
に
提
供
し
て
い
る

　
業
者
で
、
お
弁
当
の
形
で
納
入
さ
れ
る
。

問
　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
他
校
と
の
メ
ニ

　
ュ
ー
関
係
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
ど

　
う
す
る
の
か
。

答
　
栄
養
士
の
先
生
か
ら
問
題
な
し
と
確

　
認
し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
者
は
、
家

　
か
ら
お
か
ず
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く

　
よ
う
、
保
護
者
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ

　
い
た
。

永
平
寺
町
観
光
案
内
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て問
　
使
用
許
可
で
、
町
長
の
許
可
を
う
け

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
何
を

　
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
一
般
的
な
施
設
で
あ
れ
ば
、
町
長
の

　
許
可
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

　
い
る
。
特
段
の
理
由
は
な
い
。

問
　
条
例
で
は
指
定
管
理
制
も
導
入
で
き

　
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
門
前
観

　
光
協
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
団

　
体
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
は
無
人
化
の
施
設
だ
が
、
券
売

　
機
や
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
で
収
入
が
見
込

　
め
る
た
め
、
将
来
的
に
指
定
管
理
等
を

　
考
え
た
い
。
今
は
、
こ
の
施
設
を
し
っ

　
か
り
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組

　
む
。

2億2,5762億2,576
565565

1億3,8671億3,867

700700
万
円
万
円消雪施設調査業務委託料消雪施設調査業務委託料 750750
万
円
万
円除雪機械借上料除雪機械借上料 518518
万
円
万
円松岡小学校大規模改修に伴う給食費増松岡小学校大規模改修に伴う給食費増 392392

1,9911,991

趣旨
採択
趣旨
採択
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一般質問

6

長岡千惠子議員

問 永平寺門前まちなみ整備の活用は

答 参拝ルートは石畳の参道から

ェ
ル
ジ
ュ
で
は
必
要
な
情

報
を
得
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
難
し

い
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

３
６
５

日
観
光
案
内
所
に
人
を
配

置
す
る
こ
と
は
、
人
材
確

保
、
人
件
費
の
高
額
に
な

る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
大

本
山
永
平
寺
の
参
拝
券
券

売
機
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
自
動
販

売
機
の
設
置
料
収
入
を
勘

案
し
て
有
人
化
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問　
観
光
案
内
所
の
立
地

か
ら
車
で
来
町
さ
れ
た
方

で
は
な
く
公
共
交
通
機
関

を
利
用
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

方
が
対
象
に
思
え
る
。
そ

の
点
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長　

自
家
用

車
で
来
町
さ
れ
た
と
き
正

面
に
大
本
山
永
平
寺
が
位

置
し
て
、
商
店
街
が
建
ち

並
ぶ
た
め
目
立
ち
に
く
い

と
は
感
じ
て
い
る
。
大
本

山
永
平
寺
も
半
杓
橋
の
信

号
の
手
前
に
有
料
の
駐
車

場
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
観
光
案
内
所
に
は
大

本
山
永
平
寺
の
参
拝
券
の

券
売
機
も
設
置
し
、
参
拝

者
を
誘
導
す
る
。

　

町
と
し
て
は
、
観
光
案

内
所
の
存
在
や
町
歩
き
に

気
持
ち
の
い
い
環
境
で
あ

る
こ
と
、
石
畳
の
参
道
を

通
っ
て
参
拝
す
る
の
が
正

式
ル
ー
ト
み
た
い
な
雰
囲

気
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
。
ま

た
参
拝
後
に
買
い
物
等
も

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
半
杓
橋
付
近
の
大
本

山
永
平
寺
の
有
料
駐
車
場

は
い
つ
で
き
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

本
年
中

に
完
成
予
定
で
あ
っ
た

が
、
工
事
の
関
係
で
諸
事

情
に
よ
り
、
来
年
度
に
な

る
。

問　
観
光
案
内
所
の
設

置
目
的
は
観
光
に
対
す
る

お
も
て
な
し
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
し
て
い
る
。
お

も
て
な
し
と
は
人
と
人
の

つ
な
が
り
、
心
が
通
い
合

う
絆
と
思
う
。
AI
コ
ン
シ

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

松
岡
公
民
館
の
内

装
工
事
の
内
容
は

答　

屋
上
防
水
・
空
調

設
備
更
新・内
装

門
前
ま
ち
な
み
石
畳
参
道
と

　
　
　
　
建
設
中
の
宿
泊
施
設

門前まちなみ観光案内所

委員長　滝波登喜男議会改革特別委員会報告議会改革特別委員会報告
　当委員会は、8月23日委員全
員出席のもと開催した。最初の
委員会なので、これから検討し
ていく課題とその進め方を決め
た。
　まず課題は、前委員会で結論
が出なかった5つの課題、①議

員報酬②政務活動費③委員会活動の充実④通年制議

会の導入⑤本会議主義での議案審議　とし、追加で
⑥議会の電子化（タブレット導入など）とした。
　次に、課題の検討方法を考えるプロジェクト委員
を5名選出した。
　その他に、議会基本条例および政治倫理条例の研
修を行い、この条例を基に議会改革を継続的に取り
組むこととした。

６つの
課題を
決定

常 任 委 員 会 報 告

　
９
月
３
日
（
月
）
開
催
の
委
員
会

で
以
下
の
項
目
を
協
議
し
た
。

１
　
障
が
い
者
施
設
の
新
設
・
移
転

　
　
の
状
況
に
つ
い
て

・
あ
ぐ
り
の
家

　
勝
山
に
拠
点
の
あ
る
同
施
設
は
永

　
平
寺
北
地
区
（
Ｊ
Ａ
支
所
跡
）
に

　
12
月
初
旬
オ
ー
プ
ン
予
定
。
14
名

　（
内
８
名
町
内
）

・
は
ぁ
も
に
ぃ

　
松
岡
吉
野
堺
区
に
32
年
４
月
に
移

　
転
予
定

・
新
設
施
設

　
松
岡
葵
区
に
新
設
施
設
の
予
定

　
（
定
員
10
名
Ａ
型
）

２
　
健
康
長
寿
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
に

　
　
つ
い
て

　
松
岡
10
ク
ラ
ブ
、
永
平
寺
14
ク
ラ

ブ
、
上
志
比
７
ク
ラ
ブ
で
１
８
３
５

名
活
動
。
３
年
日
記
、
福
井
震
災
紙

芝
居
、
ク
ラ
ブ
内
青
年
部
等
の
活
動

で
全
国
表
彰
を
受
け
る
。

３
　
そ
の
他

・
公
民
館
文
化
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況

　
に
つ
い
て

・
道
の
駅
ゴ
ミ
の
扱
い
処
理
に
つ
い

　
て

・
小
中
学
校
の
障
が
い
者
支
援
に
つ

　
い
て

・
国
民
健
康
保
険
の
状
況
に
つ
い
て

委
員
会
協
議
事
項

○
行
政
視
察
　
島
根
県

　
・
県
中
山
間
防
空
セ
ン
タ
ー

　
　
地
域
支
援
、
資
源
に
つ
い
て

　
・
町
立
診
療
所

　
　
地
域
医
療
、
包
括
支
援
シ
ス
テ

　
　
ム
活
動
に
つ
い
て

○
委
員
会
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

　
・
健
康
づ
く
り
活
動

　
・
医
療
福
祉
活
動

○
幼
児
園
幼
稚
園
施
設
再
編
検
討
委

　
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
委
員
長
（
上
田
）
副
委
員
長
（
長

　
岡
）
を
選
出

地
方
財
政
等
、陳
情
２
件
を
趣
旨
採
択

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
９
月
３
日
に
全
委
員
出
席
の
も
と
今
議
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

陳
情
第
１
号
　
趣
旨
採
択

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

【
主
な
意
見
】

　
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立
を

目
指
す
た
め
、
２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
検
討
に

あ
た
っ
て
、
地
方
か
ら
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
言

う
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

陳
情
第
２
号
　
趣
旨
採
択

　
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
お
け
る
新
た
な
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
と
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
意
見
書

【
主
な
意
見
】

　
２
０
２
０
年
か
ら
の
運
用
に
向
け
て
法
改
正
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
更
な
る
法
整
備
・
地
方

自
治
法
の
改
正
を
求
め
る
内
容
。
現
時
点
で
は
国

の
方
針
も
明
確
で
な
く
更
な
る
充
実
強
化
を
求
め

る
判
断
は
し
が
た
い
が
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

障
が
い
者
施
設
の
新
設・移
転
の
状
況
に
つ
い
て
等
を
協
議

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
上
田
　
　
誠

９

12

長岡千惠子 … ７Ｐ

酒井　秀和 … ８Ｐ

松川　正樹 … ８Ｐ

酒井　和美 … ９Ｐ

朝井征一郎 … 10Ｐ

川崎　直文 … 10Ｐ

齋藤　則男 … 11Ｐ

上田　　誠 … 12Ｐ

奥野　正司 … 12Ｐ

金元　直栄 … 13Ｐ

伊藤　博夫 … 14Ｐ

滝波登喜男 … 14Ｐ
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89

問 北インターバス停のおもてなしを

答 掲示板など観光客誘客を検討

酒 井  和 美 議員

松 川  正 樹 議員

問

答

人口減少が止まらない

産業面や子育て支援などから見ていく

酒 井  秀 和 議員

問

答

「笑顔で挨拶を交わしましょう」の発信

町内の会合や団体を通して伝える

は
朝
の
打
ち
合
わ
せ
会
で

挨
拶
や
町
民
指
標
を
唱
和

し
て
い
る
課
も
あ
る
。
こ

の
取
り
組
み
を
町
内
の
会

合
や
団
体
等
を
通
じ
て
伝

え
て
い
け
る
よ
う
推
し
進

め
た
い
。

問　
現
状
を
把
握
し
た
う

え
で
今
後
、
永
平
寺
町
民

指
標
を
ど
の
よ
う
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
か
。

総
務
課
長　

町
民
指
標
を

町
の
広
報
誌
で
改
め
て
町

民
の
方
に
紹
介
し
啓
蒙
を

図
る
。
ま
た
、
町
の
公
共

施
設
な
ど
今
一
度
目
の
つ

く
箇
所
に
掲
示
す
る
。

総
括　

今
後
20
年
の

内
、
こ
の
先
５
年
間
は
永

平
寺
町
が
発
展
で
き
る
期

間
。
永
平
寺
町
民
指
標

は
誰
か
が
で
は
な
く
町
民

全
て
の
皆
様
の
協
力
が
必

問　
永
平
寺
町
民
の
合
言

葉
と
し
て
永
平
寺
町
民
指

標
が
あ
る
が
、
現
在
ど
の

程
度
浸
透
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
町
民
に
ど
の
よ
う

に
発
信
さ
れ
て
き
た
か
。

総
務
課
長　

永
平
寺
町
民

指
標
は
平
成
19
年
４
月
22

日
の
合
併
１
周
年
記
念
式

典
に
発
表
さ
れ
た
。
町
内

の
公
共
施
設
へ
の
掲
示
や

町
の
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
た
。

問　
町
民
へ
の
永
平
寺

町
民
指
標
の
浸
透
度
は
ど

の
程
度
だ
と
把

握
し
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長　

浸

透
度
を
測
る
こ

と
は
難
し
い
こ

と
だ
が
、
職
員

問　
10
年
後
に
は
２
万
４

千
人
と
出
発
し
た
合
併
。

１
万
９
千
さ
え
割
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
潜
在
力
は
ま

だ
あ
る
。

　

清
流
、
清
水
、
石
舟
地

区
に
重
点
を
置
い
て
、
不

動
産
関
係
者
と
連
携
を
深

め
れ
ば
、
２
万
人
復
活
も

夢
で
は
な
い
。

総
合
政
策
課
長　

石
舟
区

の
町
営
住
宅
跡
地
は
境
界

未
確
定
箇
所
の
影
響
が
あ

り
、
宅
地
造
成
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
。

問　
河
合
町
政
に
入
っ

て
か
ら
人
口
減
が
加
速
し

た
。
ガ
メ
山
の
１
０
０
区

画
分
譲
も
ど
う
な
っ
た
の

か
。
見
え
た
人
口
減
対
策

を
打
た
な
い
と
。

町
長　

ガ
メ
山
は
納
戸
坂

線
を
何
と
か
し
な
い
と
。

産
業
面
や
子
育
て
支
援
か

ら
も
見
て
い
く
。

問　
人
口
は
市
町
間
の

パ
イ
の
奪
い
合
い
、
共

食
い
。
仁
義
な
き
戦
い
を

我
々
は
強
い
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
政
治
は
結

果
を
出
さ
な
い
と
。

総
合
政
策
課
長　

定
住
促

進
で
２
０
２
人
が
転
入
の

実
績
も
あ
る
。
子
育
て
支

援
や
雇
用
対
策
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
る
。

◆
弱
体
化
し
た
社
会

　
教
育

問　
総
体
的
に
は
弱
体
化

し
た
が
、
社
会
教
育
の
理

念
も
残
っ
て
い
る
し
、
小

さ
い
な
が
ら
も
頑
張
っ
て

い
る
団
体
も
あ
る
。
芽
は

生
き
残
っ
て
い
る
。
も
う

一
回
育
て
ま
し
ょ
う
。
ま

ち
づ
く
り
の
根
幹
で
す
。

　

そ
の
突
破
口
は
①
自
主

成
人
式
の
取
り
組
み
②
公

民
館
を
社
会
教
育
の
拠
点

に
③
公
民
館
の
体
制
の
充

実
④
町
で
社
会
教
育
主
事

問　
北
イ
ン
タ
ー
は
高
速

バ
ス
利
用
者
が
福
井
県
の

お
も
て
な
し
を
最
初
に
感

じ
る
大
切
な
ス
ポ
ッ
ト
。

バ
ス
停
周
辺
に
、
交
通
機

関
案
内
や
地
図
や
標
識
が

な
い
。

商
工
観
光
課
長　

高
速
バ

ス
に
つ
い
て
県
外
か
ら
直

接
本
町
に
降
り
立
つ
こ
と

が
で
き
る
公
共
交
通
機
関

と
い
う
観
点
が
抜
け
落
ち

て
い
た
。
こ
の
機
関
を
使

っ
て
の
誘
客
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
け
る
。
乗
り

場
の
掲
示
板
使
用
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
歩
道
に
駐
車
禁
止
の

ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
の

は
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か（
写
真
下
）。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
路
線
を
翠
荘

か
ら
北
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停

ま
で
延
長
し
て
、
駐
車
場

不
足
を
解
消
し
て
は
。

総
務
課
長　

ル
ー
ト
の
変

更
、
バ
ス
停
の
新
規
追
加

は
地
域
公
共
交
通
会
議
で

諮
り
、
運
輸
局
の
許
可
を

得
る
仕
組
み
。
提
案
に
つ

い
て
は
北
イ
ン
タ
ー
バ
ス

停
の
利
用
状
況
、
利
用
者

の
要
望
を
調
査
す
る
の
が

先
。
会
議
に
諮
る
か
は
今

判
断
で
き
な
い
。

問　
駐
車
場
の
拡
張
は
で

き
な
い
か
。

建
設
課
長　

当
該
駐
車
場

は
高
速
バ
ス
の
利
用
者
の

送
迎
、
チ
ェ
ー
ン
の
着
脱

の
場
と
し
て
県
が
設
置
。

一
時
利
用
目
的
の
た
め
拡

張
の
事
業
化
は
難
し
い
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
時
間
が
検
索
ツ

ー
ル
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
町
の
Ｈ
Ｐ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い

と
み
る
こ
と
が
で
き
ず
不

便
。

町
長　

時
刻
表
だ
け
で

な
く
、
防
災
や
ゴ
ミ
出

し
な
ど
町
の
情
報
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
今
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
議
論

が
出
て
き
て
、
提
案
さ
れ

る
・
理
解
さ
れ
る
環
境
が

整
っ
て
き
た
と
思
う
。
ひ

要
。
ま
ず
は
町
の
玄
関
、

中
心
機
関
で
あ
る
行
政
と

我
々
議
員
が
永
平
寺
町
民

指
標
の
発
信
基
地
と
な
り

『
町
民
力
』
引
き
上
げ
の

第
１
施
策
と
し
て
永
平
寺

町
民
指
標
を
率
先
垂
範
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

◆
今
後
起
こ
り
う
る

　
想
定
外
の
災
害
に

　
対
す
る
対
策
は

問　
今
後
起
こ
り
う
る
想

定
外
の
災
害
に
対
す
る
対

を
育
て
よ
⑤
社
会
教
育
委

員
会
に
頼
れ
。

教
育
長　

①
②
③
は
奮
闘

努
力
中
④
は
来
年
度
、
予

算
化
す
る
⑤
公
民
館
運
営

委
員
会
と
連
携
し
、
積
極

的
に
実
践
す
る
。

策
は
。

総
務
課
長　

時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
避
難
行
動
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
。

北インターバス停周辺

と
つ
ひ
と
つ
情
報
発
信
す

る
と
混
乱
す
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

推
進
ラ
ボ
で
普
及
を
進
め

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

門
前
再
構
築
は
不

公
平
で
は
…

答　

町
全
体
に
波
及
さ

せ
た
い

問　

地
方
創
生
と
言
う

け
れ
ど
…

答　

議
員
と
の
連
携
を

深
め
る

問　

町
議
選
の
投
票
率

は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

答　

若
者
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
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問 上志比地区の振興施策について

答 地域の特性を生かしていく

齋 藤  則 男 議員

問 ブロック塀等の安全確認と対策は

答

川 崎  直 文 議員

公共施設、通学路等の道路で点検・改修

朝井征一郎議員

問

答

人口減少をどう考えるか

プロジェクトの推進と
　　　　　交流人口の増に努める

問　
少
子
・
高
齢
化
で

急
速
に
人
口
減
少
が
進

む
中
、
人
口
が
減
る
こ
と

で
経
済
の
活
力
が
損
な
わ

れ
る
と
将
来
を
悲
観
す
る

声
も
多
い
。
人
口
の
減
少

が
急
激
で
、
少
子
・
高
齢

化
の
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
。
過
疎
化
が
進
む
地

域
で
は
地
域
社
会
の
維
持

が
難
し
く
な
る
。
年
金
、

医
療
、
介
護
の
社
会
保
障

制
度
を
支
え
る
現
役
世
代

が
減
り
、
財
政
運
営
が
厳

し
く
な
る
が
、
町
と
し
て

人
口
減
少
を
ど
う
考
え
る

か
。

総
合
政
策
課
長　

人
口
減

に
よ
り
税
収
が
減
少
し
、

消
費
が
落
ち
込
み
、
社
会

保
障
費
も
増
え
る
こ
と
か

ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

問　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
、
事
故
で
文

科
省
等
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

の
通
知
で
、
対
象
の
学
校

に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
・
・
と
あ
る
。

　

小
・
中
学
校
の
点
検
結

果
は
報
告
さ
れ
た
。
幼
稚

園
、
幼
児
園
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

確
認

の
結
果
、
施
設
、
敷
地
内

に
基
準
的
に
問
題
あ
る
も

の
や
、
ひ
び
割
れ
等
の
問

題
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
構
造

物
は
な
い
。

問　
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
安
全
点
検
に
つ
い
て
」

で
志
比
北
小
学
校
の
プ
ー

ル
サ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

永
平
寺
中
学
校
の
石
積
み

が
危
険
と
の
報
告
。
対
応

は
。

学
校
教
育
課
長　

プ
ー
ル

サ
イ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
始

業
式
ま
で
に
改
修
の
予

定
。
石
積
み
は
改
修
工
事

を
発
注
中
。

問　
今
回
は
学
校
、
幼
児

園
、
幼
稚
園
が
対
象
。
公

共
施
設
で
の
調
査
、
対
応

は
。

総
務
課
長　

各
課
が
所
管

の
公
共
施
設
を
点
検
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
他
の
危
険
箇

所
も
随
時
修
繕
、
必
要
と

あ
れ
ば
計
画
的
に
対
応
し

て
い
る
。

問　
「
道
路
に
面
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
安
全
確

保
に
つ
い
て
」
（
広
報
永

平
寺
８
月
号
）
で
点
検
、

危
険
性
あ
り
の
場
合
は
補

し
、
住
民
の
生
活
を
圧
迫

し
、
人
が
出
て
い
く
。
町

は
問
題
解
決
の
た
め
、
総

合
戦
略
、
総
合
振
興
計
画

を
策
定
し
て
、
子
育
て
支

援
、
雇
用
創
出
、
定
住
・

移
住
ま
た
は
交
流
と
、
ま

た
安
全
、
安
心
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い

産
業
を
つ
く
り
、
雇
用
の

場
を
創
出
し
、
新
し
い
人

の
流
れ
、
交
流
人
口
を
増

や
し
な
が
ら
人
口
減
少
対

策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
保
健
課
長　

人
口
減

少
に
伴
い
少
子
化
、
超
高

齢
化
、
多
死
社
会
、
地
域

医
療
構
想
も
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
未

来
に
向
か
っ
て
様
々
な
対

応
と
覚
悟
が
必
要
で
、
医

療
・
介
護
の
分
野
で
は
２

０
２
５
年
問
題
、
２
０
４

０
年
問
題
の
医
療
、
介
護

提
供
体
制
を
目
指
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
、
地
域
医
療
構

想
に
基
づ
く
改
革
を
進

問　
上
志
比
地
区
に
お
い

て
は
合
併
後
、
急
激
に
人

口
減
少
と
な
り
、
子
ど
も

の
数
も
合
併
前
と
比
較
す

る
と
半
数
近
く
に
減
少
し

た
。

　

そ
し
て
、
商
業
施
設
の

衰
退
や
減
少
、
金
融
機
関

等
の
閉
鎖
、
宅
地
開
発
等

の
見
直
し
、
上
志
比
地
域

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か

大
変
不
安
だ
。

　

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
湯
）
の

取
壊
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
所
移
転
の
う
わ

さ
話
、
本
当
に
な
れ
ば
地

域
振
興
ど
こ
ろ
か
、
上
志

比
は
過
疎
化
に
ま
す
ま
す

拍
車
が
か
か
る
。
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、

思
っ
て
い
る
の
か
。

　

上
志
比
地
区
の
振
興
に

つ
い
て
、
そ
の
気
持
ち
考

え
、
思
い
を
ぜ
ひ
と
も
聞

き
た
い
。
上
志
比
の
住
民

は
期
待
を
持
っ
て
聞
い
て

い
る
と
思
う
。

福
祉
保
健
課
長　

社
会
福

祉
協
議
会
が
一
時
、
上
志

比
か
ら
出
て
移
転
す
る
と

い
う
う
わ
さ
が
出
た
。

し
か
し
実
際
は
上
志
比
の

事
務
所
を
こ
の
ま
ま
活
用

し
、
活
動
を
行
っ
て
い
く

修
・
撤
去
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

点
検
も
、
補
修
等
の
補

助
と
同
様
、
支
援
が
必

要
。

町
長　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

い
て
、
点
検
も
あ
わ
せ
て

の
支
援
に
な
る
と
思
う
。

来
年
度
に
向
け
て
支
援
を

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

町
長　

上
志
比
地
区
、
永

平
寺
地
区
、
松
岡
地
区
だ

か
ら
と
か
、
そ
う
い
っ
た

の
で
は
な
し
に
、
一
つ
の

町
に
な
り
も
う
13
年
目
を

迎
え
た
。
そ
の
地
域
の
特

め
、
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
目
指
す
。

町
長　

こ
の
少
子
・
高
齢

化
、
人
口
減
少
は
一
番
こ

れ
か
ら
問
題
に
な
る
。
税

収
が
減
り
社
会
保
障
費
が

増
え
る
中
で
、
ど
う
地
方

の
生
き
残
り
を
図
っ
て
い

く
か
と
い
う
の
が
地
方
創

生
だ
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

地
域
防
災
計
画
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
改
定
は

答　

地
域
防
災
計
画
の

改
定
素
案
は
各
部
署
、

熊本地震による
ブロック塀の倒壊事例

検
討
す
る
。

解体される旧上志比村役場庁舎

性
を
し
っ
か
り
と
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。

　

地
域
の
特
性
を
い
ろ
い

ろ
生
か
し
て
い
く
中
で
、

そ
の
地
域
地
域
に
核
と
な

る
も
の
が
あ
る
と
、
行
政

と
し
て
も
支
援
、
応
援
が

し
や
す
い
。

　

い
ろ
ん
な
角
度
で
、
発

展
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

予
測
さ
れ
る
災
害

の
対
策
は

答　

災
害
の
種
類
、規
模

に
よ
り
、情
報
を
発
信

担
当
課
の
委
員
で
策

定
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
策
定
委
員

会
で
見
直
す
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問 安心して住みつづけられる町へ

答 協議体制を検討していく

金 元  直 栄 議員

奥 野  正 司 議員

問

答

障害者雇用促進法と
　　　　  法定雇用率、本町は

法定2.5％に対し、１名不足

問 住民活動の一步は公民館の指針から

答 斬新な発想で若者を取り込む提案で

上  田   誠 議員

規
制
、
自
由
競
争
社
会
で

は
な
か
な
か
難
し
い
。
調

整
会
議
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
み
た
い
。

◆
学
校
の
統
廃
合
問

　
題

問　
町
と
し
て
の
方
向
性

も
示
さ
ず
論
議
と
い
う
の

は
、
地
域
の
問
題
を
全
体

で
方
向
性
を
決
め
る
こ
と

に
な
り
危
険
だ
。
そ
の
前

に
、
地
域
の
人
口
増
対
策

こ
そ
町
が
取
り
組
む
べ
き

だ
。

教
育
長　

教
育
環
境
な

ど
、
特
色
の
あ
る
学
校
活

動
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
な
ど
、
町
独
自
の
適
正

配
置
の
基
準
を
定
め
て
い

き
た
い
。
現
状
は
、
小
中

が
我
が
事
と
し
て
地
域
共

生
社
会
に
参
画
し
、つ
な
が

り
を
持
つ
社
会
を
目
指
す
。

問　
自
立
し
た
生
活
に

向
け
努
力
す
る
障
が
い
者

に
、
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
働
く
場
を
提
供
し
、

社
会
参
加
の
機
会
を
広
げ

る
た
め
、
障
害
者
雇
用
促

進
法
で
は
法
定
雇
用
率
を

今
年
４
月
0.2
％
引
上
げ
、

地
公
体
は
2.5
％
に
。
労
働

局
で
は
障
が
い
者
雇
用
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
派
遣
や
仕
事
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
出

前
講
座
も
行
う
。
本
町
の

状
況
は
。

総
務
課
長　

ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
派
遣
や
し
ご
と
サ
ポ
ー

問　
住
み
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
は
住
民
活
動

が
基
本
。
そ
の
基
盤
が
社

会
教
育
。
そ
の
活
動
拠
点

と
な
る
の
が
公
民
館
（
活

動
）
。
公
民
館
の
役
割
は

第
１
に
住
民
の
居
場
所
づ

く
り
、
第
２
に
集
ま
り
の

結
び
つ
け
（
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
）
、
第
３
に
身
近
な

暮
ら
し
生
活
と
の
関
連
づ

け
（
気
付
か
せ
）
、
第
４

に
そ
れ
を
基
に
地
域
の
ビ

ジ
ョ
ン
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
。

生
涯
学
習
課
長
　
現
在
公

民
館
は
企
画
講
座
や
生
涯
学

習
の
立
場
か
ら
各
種
の
活

動
、
趣
味
の
講
座
を
行
っ
て

い
る
。
若
者
の
参
加
や
リ
ー

ダ
ー
不
足
が
課
題
。

問　
今
求
め
ら
れ
て
い

る
公
民
館
を
具
体
化
す
る

た
め
の
検
討
委
員
会
を
設

け
、
役
割
や
組
織
体
系
支

援
（
人
材
と
財
政
）
方
法

を
可
視
化
し
明
文
化
す
る

こ
と
を
要
望
し
た
い
。

町
長
　
若
い
世
代
が
結
び

つ
く
場
の
設
定
、
自
主
性
を

重
ん
じ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提

案
し
て
い
く
。

教
育
長
　
活
動
の
発
想
を

変
え
斬
新
な
発
想
で
若
者
の

取
り
込
み
を
図
る
。

◆
健
康
づ
く
り
と
高

　
齢
者
対
策
は
待
っ

　
た
な
し

問　
健
康
づ
く
り
は
本
人

だ
が
町
も
町
民
の
健
康
を

守
る
義
務
を
基
本
と
す
べ

き
。
生
活
習
慣
病
が
死
亡

の
６
割
、
医
療
費
の
１
／

３
を
占
め
る
。
対
策
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
健
診
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
を
住
民

生
活
課
と
連
携
し
て
実
践
し

て
い
る
。
健
康
増
進
、
啓
発

等
対
応
し
た
成
果
が
出
て
い

る
。

町
長　

町
民
の
健
康
づ
く

問　
Ｓ
35
年
、
働
く
喜
び

を
通
じ
障
が
い
の
あ
る
人

の
自
立
を
支
え
る
べ
く
、

障
害
者
雇
用
促
進
法
制

定
。
Ｈ
28
年
、
障
害
者
差

別
解
消
法
施
行
さ
れ
３
年

目
、
本
町
の
取
組
み
は
。

福
祉
保
健
課
長　

本
町
で

も
職
員
の
対
応
要
領
を
定

め
た
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
の
周
知
に
も
努
め

て
い
る
。

問　
４
月
に
福
井
県
共
生

社
会
条
例
を
施
行
。
目
指

す
と
こ
ろ
は
。

福
祉
保
健
課
長　

こ
れ
ま

で
の
地
域
、
家
庭
の
持
つ

相
互
扶
助
・
支
え
合
い
の

機
能
が
、
社
会
の
変
化
の

中
で
弱
ま
り
公
的
サ
ー
ビ

ス
、
社
会
保
障
制
度
で
支

援
を
図
る
。
多
様
な
主
体

問　
町
内
の
ス
ー
パ
ー

に
撤
退
の
話
が
あ
る
。

市
街
地
か
ら
ス
ー
パ
ー
が

な
く
な
る
と
困
る
の
は
高

齢
者
だ
。
町
は
福
大
医
学

部
附
属
病
院
前
に
ハ
ニ
ー

の
出
店
を
認
め
た
が
、
れ

ん
げ
の
里
な
ど
町
内
の
商

店
は
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。
町
は
「
歩
い
て

行
け
る
と
こ
ろ
に
商
店
を

残
す
」
の
考
え
は
あ
る
の

か
。

　

出
店
に
は
、
消
費
者
、

り
は
い
ろ
ん
な
分
野
と
連

携
が
必
要
。
設
置
す
る
町

立
診
療
所
と
も
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

◆
英
語
・
プ
ロ
グ
ラ

　
ミ
ン
グ
小
学
校
で

商
工
会
、
大
店
の
店
主
、

町
と
で
調
整
会
議
を
設

け
、
協
議
で
き
る
体
制
が

必
要
だ
。

建
設
課
長　

都
市
計
画
の

視
点
か
ら
店
を
残
す
に

は
、
用
途
地
域
等
の
指
定

に
よ
る
新
規
店
舗
の
規
制

と
い
う
手
法
は
あ
る
か
と

思
う
。

商
工
観
光
課
長　

ス
ー
パ

ー
の
撤
退
の
意
向
は
聞
い

て
い
る
が
、
町
と
し
て
は

苦
慮
し
て
い
る
。
出
店
の

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

通
学
路
や
自
治
会

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支

援
は

答　

関
係
団
体
と
協
議

し
前
向
き
に
検
討

タ
ー
養
成
講
座
の
利
用
は

な
い
。
法
定
雇
用
率
に

対
す
る
雇
用
数
は
１
名
不

足
。
今
年
度
、
ジ
ョ
ブ
コ

ー
チ
派
遣
、
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
出
前
講
座
利
用
も
計

画
し
、
法
定
雇
用
率
に
不

　
の
対
応
は

問　
２
年
後
英
語
と
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
が
教
科
と
な

る
。先
生
も
含
め
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長　

英
語
は

昨
年
よ
り
対
応
。
３
・
４

年
は
週
１
時
間
、
５
・
６

年
は
週
２
時
間
。
先
生
も

研
修
を
受
講
済
。
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
は
準
備
を
始
め

て
い
る
。

教
育
長　

外
部
講
師
も
入

れ
楽
し
い
会
話
、
き
れ
い

な
発
音
を
目
指
す
。

（労働局資料より）

法定雇用障害者数の
算定基礎となる職員数

雇　　用
障害者

前年値  実
雇用率

法　定
雇用率

不足
数

前年
値

備　　考

福井市 1889.0人 45.0人 ＊特例認定あり
越前市 468.0人 13.0人
鯖江市 298.0人 7.0人

・・
・・

あわら市 282.0人 7.0人 ＊特例認定あり
坂 井 市 501.5人 11.0人
永平寺町 303.5人 6.0人 2.3％＝6.98人要

6～7人
永平寺町 303.5人 6.0人 2.5％＝7.59人要

前年と同一の時 7～8人
越 前 町 222.0人 6.0人
南越前町 172.0人 5.0人

・・

市町機関における障害者の在職状況　　　H29.6.1現在

足
す
る
１
名
を
充
足
し
た

い
。
Ｈ
29
年
障
が
い
者
雇

用
数
認
定
方
法
は
規
定
通

り
。

と
も
特
色
あ
る
活
動
が
行

わ
れ
、
成
果
も
上
げ
て
い

る
。

◆
高
校
卒
業
ま
で
医

　
療
費
の
助
成
を

問　
本
町
は
中
学
卒
業
ま

で
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
高
校
卒

業
ま
で
拡
充
し
て
は
ど
う

か
。
一
千
万
円
程
度
で
出

来
る
は
ず
だ
が
。

子
育
て
支
援
課
長　

小
学

校
３
年
生
ま
で
は
県
の
支

援
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上

は
町
の
単
独
事
業
と
な

る
。
子
育
て
支
援
の
充
実

が
出
来
な
い
か
と
、
来
年

度
に
向
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
と
関

係
人
口

答　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
選
べ

る
町
、
町
民
と
の
交
流
を
楽

し
め
る
町
に
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一般質問一般質問

問 禅と自然で移住者呼び込め

答 子育て支援と地域医療の充実で

滝波登喜男議員

伊 藤  博 夫 議員

問

答

町や教育現場の情報通信の活用は

災害時等の住民とのIT化の推進を

問　
情
報
通
信
は
災
害
時

の
現
場
で
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
各

自
治
体
で
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
議
会
活
動
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
広
報
な

ど
様
々
な
面
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
町
の
情
報
通

信
の
活
用
の
現
状
は
。

総
合
政
策
課
長　

Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
プ
リ
で
災
害
対
策
本

部
の
グ
ル
ー
プ
を
構
築

し
、
情
報
が
共
有
で
き
次

の
対
策
が
打
て
る
、
ま
た

観
光
関
連
や
主
要
な
公
共

施
設
を
Wi-

Fi
の
設
備
を

し
情
報
発
信
等
、
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
町
民
へ
の
情
報
発
信

活
用
の
進
め
方
は
。

総
合
政
策
課
長
　
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

問　
一
極
集
中
す
る
人

口
を
何
と
か
地
方
に
と
、

各
自
治
体
は
様
々
な
努
力

を
し
て
い
る
。
若
者
の
中

に
は
、
田
舎
暮
ら
し
に
憧

れ
る
人
も
多
い
。
禅
と
い

う
精
神
文
明
薫
り
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
ゆ
っ

た
り
子
育
て
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
、
都
会

か
ら
移
住
者
を

求
め
て
は
ど
う

か
。

総
合
政
策
課
長

　

県
で
は
移
住

フ
ェ
ア
や
移
住

体
験
な
ど
を
行

い
、
県
外
移
住

者
を
求
め
て
い

る
。
中
学
生
や

大
学
生
対
象
に

意
向
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
「
働
く
場
が

な
い
」
「
子
育
て
や
教
育

に
お
金
が
か
か
る
」
が
多

か
っ
た
の
で
、
第
二
次
総

合
振
興
計
画
で
は
子
育
て

支
援
や
新
た
な
雇
用
の
創

出
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い

る
。

◆
危
険
箇
所
を
計
画

　
的
に
改
修
工
事
を

問　
８
月
は
８
つ
の
台

風
が
日
本
列
島
を
襲
い
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
平
成
21
年
作
成
し
た

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
危
険
箇
所
が
表
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
計

画
的
に
改
修
す
る
必
要
が

あ
る
。

建
設
課
長　

治
水
対
策
と

し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
町
内
８
つ
の

河
川
で
護
岸
改
修
、
断
面

拡
大
を
実
施
し
て
い
る
。

県
管
理
の
河
川
で
は
、
南

河
内
川
の
改
修
を
順
次
進

め
て
い
る
。
土
砂
災
害
の

対
策
で
は
、
栃
原
地
区
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
を
。

県
で
は
、
市
野
々
地
区
の

勉
強
会
を
四
季
の
森
文
化

館
で
ま
ち
づ
く
り
会
社
が

行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
情

報
発
信
す
る
。

町
長　

職
員
数
の
減
か
ら

補
完
す
る
た
め
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
検
証
し
た
い
。

問　
本
町
の
情
報
通
信

活
用
に
お
け
る
課
題
は
。

総
合
政
策
課
長　

個
人
情

報
で
す
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
問
題
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
受
け
な
い
対
応
の
確

立
。

問　
電
子
教
科
書
へ
移

行
す
る
と
パ
ソ
コ
ン
等
は

生
徒
１
人
に
１
台
必
要
と

な
り
、
閣
議
決
定
し
た
Ｉ

Ｔ
化
環
境
整
備
で
の
目
標

数
値
は
3,6
人
で
ま
だ
時
間

が
係
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン

は
、
何
人
に
１
台
か
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校

全
体
で
4.1
人
に
１
台
、
中

学
校
で
は
3.8
人
に
１
台
。 

問　
教
育
現
場
で
の
情

報
通
信
の
現
状
は
。

学
校
教
育
課
長
　
現
段
階

は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
の
パ

ソ
コ
ン
を
５
年
間
リ
ー
ス

で
継
続
し
、
更
新
時
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
替
え
て
い
く

よ
う
検
討
。

問　
教
育
現
場
と
の
関
係

は
。

町
長　

教
育
現
場
で
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
教

育
を
行
っ
て
お
り
、
時
代

に
合
っ
た
教
育
を
、
学

校
、
教
育
委
員
会
と
相
談

し
進
め
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

２
つ
の
渓
流
で
砂
防
を
行

っ
て
い
る
。
河
川
は
局
所

的
な
改
修
で
効
果
的
に
被

害
を
抑
え
ら
れ
る
も
の
を

中
心
に
進
め
て
い
る
。

災害復旧工事作業現場

対象：小中学生が活躍する団体および部活動

内容：表紙写真と裏表紙活動レポート

※詳しくは永平寺町議会事務局までお問い合わせください。
　永平寺町議会事務局　TEL：61-3950

議会だより表紙を飾
る

議会だより表紙を飾
る 募
集
中
!!

募
集
中
!!

（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。　　　★エレベーター完備

生中継傍聴にお越しください

12月 3日 （月） 10時～ ［開会］

12月 10日 （月）・11日（火）・12日（水）
   10時～ ［一般質問］

12月 13日 （木） ９時～ ［本会議・補正予算審議］

12月 17日 （月） ９時～ ［本会議・補正予算審議］

12月 20日 （木） 10時～ ［本会議・補正予算審議］

12月 21日 （金）  【予備日】

12月定例会12月定例会
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町内８会場で開催し、
２日間で延べ192人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成30年４月25日26日 実施

「豪雪で学んだ地区の災害対策」
　自助・共助・公助とは （行政の役割・地域の役割）

【えい坊館】
15cm以上の降雪が見込まれる時は業者の断
で出動してはどうか。今回は手遅れだった。

議会　道路雪害対策基本計画に基づいて除雪をし
ている。今年の場合は特別。
個人の除雪車を利用してはどうか。

議会　利用時の補助の要綱の見直しをということ
も要望してあるので、お知らせできるのでは
ないかと思う。
県に対して町はどこまで踏み込んで言うこと
が出来るのか。

議会　今回の雪害に対する見直しは県に要望して
いる。関係機関とも連絡を取りながらやって
いたが、優先順位がある。

行政　シーズン前に県土木事務所主催の除雪会議
に出席し、国県道と町道の除雪作業代替によ
る効率化等、情報共有や連携体制を構築。
今回の豪雪では議会として何をしたのか。

議会　議員個別に情報収集や活動は行ったが、議
会全体の対応は未決定。貴重なご意見を踏ま
え前向きに対応したい。

《その他》
防災公園トイレを当番制で清掃をしている
が、永平寺町は地区で清掃することとなって
いるのか。

行政　故障・修繕、光熱費料金は町負担、その他
維持管理は地区で、と協議している。

【松岡多目的集会センター】
町の除雪費用は。高齢者への対応はデータ
ベース化できているか。屋根雪の心配もあっ
て区で対応したが、支援も含め体制を整えて
ほしい。

議会　町の除雪費用約４億円、破損で７～８千万
円と聞いている。

行政　メールアドレスの登録を依頼し、送信側で
受信既読確認がわかるメール配信システムを
確立し、 迅速確実な連絡体制を図っていく。
除雪した後の落下防止柵や、ガードレール等
の破損箇所は、早急に修繕をしてほしい。 

議会　順次直すよう各課に連絡している。
行政　パトロール、区長、町民からの通報により

確認後に順次修繕中。７月完了予定。 
ヘルパーが訪問できない高齢者は、区で担当
を決めて対応。連絡を密に出来る対策を。

議会　町と民生委員が交代で対応していた。
行政　個人情報提供の事前承諾、取り扱いガイド

ラインを設け、周知する必要がある。連携体

問

問

問

問

問

問

問

問

制は十分に確保していきたい。

【松岡ふるさと学習館】 
火事があったら自主防災で消してほしいと町
より連絡があり、不安を覚えた。消防車や救
急車を、本庁・支所等に分散しては。

議会　消防車両は消防団各分団にも配置してあ
る。大雪予想時点で救急車の分散配置対応の
考え方・有効性を確認したい。 
除雪車の除雪テクニックが良くない、相当残
していく。何時頃除雪車が入るか知らせて欲
しい。大学病院へ行く道の除雪が非常に悪
かった。優先してやって欲しかった。 

議会　議員も同じ視点から、行政に対応を要請。 
側溝に水が流れているところと流れていない
所がある。水が流れていると除排雪に有効。

議会　冬も水を流せば除排雪には有効だが、管理
組合等に確認が必要。上志比では用水に雪を
投げ込み過ぎた結果、床下浸水の地区もあっ
た。 

《その他》
 家が防災無線の真下にあり、やかましくて何
を言っているのか分からない。

議会　スピーカーの向き調整は可能。聞き取れな
い状況は行政に伝える。

【松岡農業構造改善センター】 
豪雪での避難者は。

議会　今回はいない。光明寺・花谷が停電になり
避難所の準備はしたが回復し不要となった。 
平成地区の町道にも融雪は敷設しているが。

議会　県道は集落と集落の間は敷設しない。住宅
があることが条件。地元からの要望が必要。
除雪マニュアルはあるのか。除雪の開始時間

意見

意見

意見

が遅くなっている。集落内の道路が除雪でき
ていないと幹線道路に出られない。

議会　マニュアルは在る。一次、二次、三次路線
とあり集落内は三次路線なので遅くなる。町
と区長の連絡体制を密にし、マニュアルも今
年から区長に配布する。                 

《その他》
本年度、除雪機やオペレーターの予算は。

議会　当初予算に計上していないが、３月議会で
除雪機購入の補助をしたいと回答があった。

【開発センター消防ホール】 
雪害対策本部の対策は。 

議会　道路の除排雪の確保、一人暮らしの食糧・
灯油支給・除雪支援等など。 
災害救助法適用を受け鯖江市は屋根雪対策を
行ったが、永平寺町はなぜしなかったのか。

議会　適用は受けたが使い勝手に悪い部分もあっ
た。全くしていなかったということはない。
国に県・町から見直しの要望もしている。

 
【永平寺生活改善センター】 

融雪装置がある場合、除雪車が入らないが、
根本的な水量に問題があり、30㎝も降ると融
雪が期待された機能を発揮しない。融雪が機
能しないなら、除雪指定路線にして欲しい。 

議会　水源の問題や九頭竜川の水利用については
行政に報告し、融雪設備の機能確保や除雪対
応等の策を探りたい。農業用水の利用は所管
省の問題もあり難しい面もある。 

行政　水の出が悪い、全く出ていない路線が何箇
所か見受けられたので、今年度原因調査を行
い、機能確保にむけて対応していく。

問

問

問

問

問

問

問

【志比南小学校】 
地区や地域で排雪場所の確保が出来ないか。
業者任せになっていないか。

議会　雪捨て場がなく、田んぼに入れて砂利が
入ったとかいう苦情もあった。 
歩道の除雪は。東諏訪間のバス停へ行くのに
子どもたちは国道を歩いていた。

議会　町に伝える。吉野は雪を押せる場所の確保
のため業者が地区を回り事前確認していた。
除雪に関して役場に電話したところ、県に連
絡してくれて除雪してくれた。自分で手をあ
げることも大事。車の1500台ストップ。雪
対策もせず、出かけるのは問題。対策なしの
場合は、罰金も必要。身近では地区の協力も
必要。倒木、倒伐は、国道、県道、町道と優
先的に。自分でも考え動かないといけない。

議会　協力も大事。今回は試されたと思う。 

【上志比サンサンホール】 
融雪が敷設してある道路を除雪車が除雪して
いた。除雪した雪を民家に捨てた。水田に
ロータリー除雪車で除雪した時の車の破損物
がある。道路の雪は道路で解消すべき。 

議会　今年は降雪量が多く融雪が間に合わなかっ
たので、除雪車が入った。除雪することも困
難で、雪捨て場もなかった。
トラクターに除雪機を付けている人もいる。
そういう機械が利用しやすい補助はないか。

議会　自主防災資機材の補助要綱に除雪機も含め
た。燃料についても地区で要望書を提出して
ほしい。

《その他》  
議会は町に提出した要望書を見ているのか。
南河内川の堤防が崩れている。県道藤巻線の
浅見大月間に歩道がなく危険。

議会　要望書は見ている。町からは１年に２回回
答していると思う。南河内川の堤防は土嚢を
積むなどの応急処置をすると聞いている。

問

問

問

意見

意見

意見

要望

えい坊館での様子
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議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 平成30年８月６日～９月21日

松
川
　
正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

奥
野

正
司

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

日付

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ × ○ ○ ― ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ○

定例会(一般質問1日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ○

定例会(一般質問2日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問3日目） ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(補正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― 傍 ○ ― ○ ○ ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 傍 ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ○ 傍

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算審査（現地視察） △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率

９
８

永
平
寺
町
敬
老
会

松岡中学校体育館

８
25
永平寺町炬火イベント
採火・出発式

８
2６ 永平寺大燈籠ながし

９
10 決算審査現地視察

10
2 国体ボランティア

９
５
福井国体・障害者スポーツ大会
出場選手激励会

10

11

12

13

21

22

23

〜

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2018年10月26日（金）～10月30日（火）地デジ121ch地デジ121ch

8月28日　一般質問④
　齋藤　則男議員
　　　　　　　　　1時間24分

8月28日　一般質問⑤
　上田　　誠議員
　　　　　　　　　1時間15分

8月28日　一般質問⑥
　奥野　正司議員
　金元　直栄議員　1時間18分

8月29日　一般質問⑦
　金元　直栄　議員
　滝波登喜男議員
　　　　　　　　　　2時間2分

8月30日　補正予算審議①

　　　　　　　　　2時間28分

9月6日　本会議　　　　 16分

10

11

12

13

21

22

23

10月26日（金）
8月20日  第4回定例会
(開会･町長招集あいさつ）55分

8月27日　一般質問①
　長岡千恵子議員
　酒井　秀和議員　1時間25分

10月27日（土） 10月28日（日） 10月29日（月） 10月30日（火）時 時

〜

8月27日　一般質問②
　松川　正樹議員　　　　　　　　
　酒井　和美議員
　　　　　　　　　　　  2時間

8月28日　一般質問③
　朝井征一郎議員
　川崎　直文議員　1時間30分
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議
会
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　委 

員 

長

　奥

　野

　正

　司

　副
委
員
長

　松

　川

　正

　樹

　委

　員

　
　滝
波
登
喜
男
・
長
岡
千
惠
子

　
　川
崎

　直
文
・
酒
井

　和
美

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　江

　守

　
　
　勲

　
７
月
９
日
に
永
平
寺
町
議
会
議
員

当
選
証
書
を
い
た
だ
き
３
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

世
界
（
議
会
）
を
勉
強
し
な
が
ら
、

様
々
な
方
に
お
話
も
う
か
が
い
、
委

員
会
、
議
会
、
式
典
へ
の
出
席
な
ど

議
員
の
職
務
を
経
験
し
て
お
り
ま

す
。
最
初
は
一
に
勉
強
、
二
に
勉
強

と
心
に
唱
え
、
資
料
と
取
っ
組
み
あ

う
日
々
。
国
体
開
催
の
本
年
、
め
ま

ぐ
る
し
く
時
間
が
進
み
、
こ
の
活
動

が
ど
れ
だ
け
皆
様
の
目
に
届
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
現
代
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
、

TV
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
生
中
継
で

質
疑
を
見
て
い
た
よ
と
声
を
か
け
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
議
会
で
は
永
平
寺
町
に
住
む
人

に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な
問
題
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
は
傍
聴
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
酒
井
和
美
　
記
）

　龍童太鼓は「りゅうどう」と書いて「りん
どう」と呼びます。
　昭和60年に地元の有志の呼びかけにより東
古市で結成され、子どもたちの健全育成と社
会参加、また伝承芸能保存を目的として活動
しています。
　地区のお祭りや、福祉施設でのイベントで
年間20回程度の発表を行っており、過去に
は、フェニックス祭りのオープニングイベン
トや織田町で開催されるOTAIKO響へ参加し
ていました。永平寺町のイベントでは、九頭
竜フェスティバルや永平寺町文化祭、道の駅
でのイベントにも参加させていただきまし
た。今年は９月29日に行われた福井国体の開
会式でも演奏の場をいただきました。
　龍童太鼓は小学生以下を対象としたチーム
です。練習は週に２回、毎週水曜日と金曜日
（19:30～21:00）に、永平寺地区にある緑
の村ふれあいセンターで行っています。譜面
を使わず、見て・聞いて・自らリズムを習得
します。先生からの指導はもちろんですが、
その多くは、上級生が下級生に、または友達

同士で確認し合います。また、上級生が下級
生に太鼓の準備や発表前の支度を促す姿勢を
大事に活動しています。
　近年は太鼓のコンテストに参加し優秀な成
績を収めています。「太鼓祭 西日本大会」で
は優勝や準優勝を収め、さいたま市で開催さ
れる全国大会「太鼓祭　日本一決定戦」に３
年連続で出場しています。今年も、西日本大
会の一次審査を通過し、９月30日に行われた
大会に参加しました。ほかにも、日本太鼓ジ
ュニアコンクール福井県予選で準優勝、第一
回ふくい和太鼓選手権の初代チャンピオンに
なるなど、県内外で知られる太鼓チームへと
成長してきました。
　龍童太鼓保存会では、随時メンバーを募集
しています。子どもに体力があり余って困っ
ている親御さんや、習い事をさせたいけれど
何がいいか迷っている親御さんがいらっしゃ
いましたら、お気軽に練習の見学にお越しく
ださい。（龍童太鼓保存会　会長 山口早苗）

子どもたちの
　健全育成のために
子どもたちの
　健全育成のために 龍童太鼓龍童太鼓


